
 

 

［成果情報名］ヒマワリの機械収穫における開花後日数による作業精度の特徴 

［要約］ヒマワリの機械収穫における開花後日数ごとの作業精度について調査し、穀粒割合

と夾雑物割合は、開花後 27 日、開花後 40 日に比べて、開花後 49 日が優れる。 
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［背景・ねらい］ 

油糧作物の一つであるヒマワリ栽培の機械収穫については、成熟期を目安に刈取りが行

われているが、鳥害等により早期収穫に迫られる場合がある。そこで、成熟期以前の早期

収穫について、開花後日数による作業精度について調査し、早期収穫の作業精度に対する

影響を明らかにする。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．頭部損失は、開花後 27 日、刈取り損失は開花後 49 日がもっとも多い（表３）。

頭部損失については、開花後 27 日では、花托がタインに引っ掛かるものが多く、

そのまま外に落下してしまったことが主な原因である。 

２．穀粒割合は、開花後 27 日がもっとも低く、開花後 49 日がもっとも多い（表３）。 

３．脱穀選別損失は、供試機械のセッティング状況が同じ条件下で、開花後 27 日が

少なく、開花後 49 日が最も多くなる（表３）が、実用的には唐箕風量の設定を下

げて、やや夾雑物割合を上げて穀粒口割合を上げる余地がある。また、こき残し

の割合は、開花後 27 日が最も多く、開花後 40 日から急激に減少する（表３）。 

４．夾雑物割合については、開花後 40 日をピークに開花後 49 日で大幅に減少する（表

３）。 

５．どの開花後日数においても、こぎ胴内の詰まりは発生しなかった。 

  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．成熟期の判別を行わなくても開花後日数による判断でヒマワリの収穫が可能になる。  
２．今回の調査では、穀粒割合と夾雑物割合などから、開花後 49 日あたりを目安に収

穫することが望ましいと判断される。 

３．鳥害などで早期に収穫する必要に迫られた場合の作業精度について参考となる。  
４．子実特性は、脂肪酸組成割合は開花後 30 日、千粒重は 35 日、さらに含油率は開花後

40 日で成熟期と同等なる。したがって、40 日より前に収穫する場合は、収量や搾油率

が成熟期より減少するので注意する（表４）。 
５．開花後日数に関わらず、子実や花托の水分率が高い場合は、収穫後乾燥が必要になる。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 作業精度 

項  目 開花後 27 日 開花後 40 日 開花後 49 日 

実作業速度 (m/s) 0.21 0.33 0.30 

刈取条数  2 2 2 

全流量 (kg/h) 108.0 93.4 49.8 

穀粒口(%) 穀粒割合 60.5 63.8 65.4 

 頭部損失 27.4 10.6 2.3 

損 失(%) 刈残し損失 － 1.8 5.4 

 脱穀選別損失 12.1 23.8 26.9 

 （子実） (9.9) (23.8) (26.9) 

   （こき残し） (2.2) (0.0) (0.0) 

穀粒口での夾雑物割合 6.2 9.4 1.1 

   

 表４ 開花～成熟期間中の子実特性（2008 年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注）*播種日:5 月 8 日、開花日:7 月 14 日、成熟期:9 月 3 日(開花後 51 日) 
  **同一英文字を付した平均値間には Tukey-kramer の多重比較検定 
   (P<0.05)による有意差がない 

                           （福島県） 
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開花後＊ 

日  数 

含水率(%) 子実重 千粒重 含油率 脂肪酸組成(%)＊＊ 

子実 花托  (kg/10a) (g) (%) ｵﾚｲﾝ酸 ﾘﾉｰﾙ酸 

20 67.2 87.0 161 25.9 36.7 a 54.7 a 30.2 a 

30 41.7 83.2 193 32.8 38.6 a 60.9  b 25.4  b 

35 43.1 85.3 213 35.6 - - - 

40 42.5 86.9 224 35.5 52.9  b 61.4  b 26.1  b 

45 34.0 81.5 214 34.0 52.4  b 59.0 ab 28.4 ab 

50 20.2 76.7 234 35.8 53.1  b 61.7  b 25.5  b 

表１ 供試機械のセッティング（調整）状況 

供試機械 
ARH380、 

刈幅 1448mm 

こぎ胴内カッターの有無 有 

こぎ室送じん弁調節ﾚﾊﾞｰ 8 

グレンシーブ（φ13mm） 大豆用 

唐箕調節レバー 4（最大） 

チャフ調節レバー 

（前、後；最大量 4） 
前：4、後：3 

受け網（ｸﾘﾝﾌﾟ網 12mm） 雑穀用 

 

表２ 試験時の作物条件等 

項   目 
収穫日（開花後日数） 

27 日 40 日 49 日 

供試品種名 63M80 

栽植密度 畝間 70 ㎝，株間 20 ㎝ 

草 丈(cm) 172.5（8 月 24 日） 

花托幅(cm) 11.15（8 月 24 日） 

収穫時の 
ヒマワリ 
の性状 

花托含水率(%) 85.5 86.3 17.4 

子実含水率(%) 50.4 26.8 4.9 

収量(㎏/10ａ) 150.3 247.5 223.6 

注) 播種日:5 月 7 日、開花期:7 月 15 日 
実際の刈取日:8 月 11 日、8 月 24 日、9 月 2 日 

 


